第三回中央委員会の討論に対する結語

二〇〇七年六月六日　民青同盟中央常任委員会

　討論では、三十四人の方から三十八回の発言がありました。どの発言でも、〝このアピールで、参議院選挙を自らの選挙としてたたかえる〟という確信が語られました。採択される参院選アピールで、青年にも同盟員にも政治をかえる希望と展望をひろげれば、若い力で、日本共産党の前進を必ずかちとることができることを共通の確信にしたいと思います。

　そのうえで、会議の確信になったことを四点述べたいと思います。

　第一に、五・二〇青年大集会の歴史的成功の確信が、集会に行った人にも、行かなかった人にも共通の確信になり、若者の仕事と雇用の問題でたたかう勇気、政治をかえ社会を動かす決意を同盟全体にひろげることの大切さが口々に語られました。印象的だったのは、「いっせいではがんばったけど、参議院選挙は共産党をひろげないといけないし、ひかれるんじゃないか」と言っていた熊本の同盟員が、集会に参加して、「レボリューションですよ。志位さんの熱い訴えを聞いて、共産党は青年のためにある党だ、共産党がのびたら社会は変わる。自分が青年にも同盟員にも集会の感動を語りひろげたい」と大きく成長しているという発言です。「アピールを読めば、集会成功の歴史的意義をみんなのモノにできるし、選挙の立ち上がりをつくれる」――この確信がみなぎる討論になったと思います。

第二に、参議員選挙で、〝これまで出会ってきた青年の声と実態にこたえるチャンスとして参議院選挙をたたかいたい〟という決意が交流されたことです。発言では、雇用破壊、人間破壊のもとで、人間としての尊厳がうばわれる実態、「ルールなき資本主義」の日本の異常な姿がひろがっているし、日本共産党でこそこたえられる確信が口々に語られました。福島では、雇用集会の二日前に解雇された青年と宣伝で対話し、集会に参加してくれ、真実とたたかいを知る中で、日本共産党と民青同盟への信頼をつよめ、いまではハローワーク宣伝にもいっしょに取り組んでいる経験が紹介されました。アピールでよびかけているように、「『あなたが悪いのではない。ひどい政治をいっしょに変えよう』――このよびかけを、参議院選挙でこそ、多くの青年に届けるとき」だということが、全体の確信になりました。

第三に、要求で選挙をたたかうこと、党の議席の値打ちを語ることは、バラバラのものではなく一体のものであり、自分の思いや体験にてらし、日本共産党を応援したい思いを多彩に語ることが、日本共産党の支持をひろげる一番の力になるということが、討論をつうじてうけとめられました。大阪・阪南地域の「お帰りなさいませ宣伝」の経験は教訓的でした。みんなでパンフを読んで「学費が高い」「みんなバイト。正社員になりたい」「それができるのは、税金の使い方をかえるといっている日本共産党でこそ」と口々に訴え、青年から大注目され、百枚のパンフがあっという間になくなり、訴えた同盟員も、「学費を何とかしたいと民青同盟に入ったけど、その思いを訴えることができ、注目もされて本当に楽しかった」と元気になったことが語られました。青年と対話し、思いや実態もききながら、自分の言葉で語り、青年と心が通いあう、〝楽しい選挙〟をたたかいたいと思います。青年自身が運動をひろげ、青年の言葉で政治を語り、党を語れるのは、民青同盟と日本共産党だけです。日常的に党を語るという点では、「かえるネット」への登録を重視しながら、自分の言葉で党をかたる運動を大きく発展させていきたいと思います。

第四に、県・地区委員会がたたかいの先頭に立ち、全班・全同盟がたちあがる選挙にしていくためのカギは、『交流と学習』を徹底して重視し、〝自分たちの選挙〟としてたたかうことにあることが、全体の確信になりました。雇用や憲法、学費の運動でがんばった同盟員、アンケートなどで切実な願いをよせてくれた同盟員との交流と学習を通じて、自分たちの選挙としてたたかう輪をひろげるためにも、一気にアピールを徹底して、〝選挙本番〟の体制をつくりたいと思います。

　最後に、この選挙を、同盟員も青年も成長し、民青同盟の仲間を増やしながらたたかい、日本共産党の前進をかちとることをよびかけ、中央常任委員会が、その先頭に立って奮闘する決意をのべ、結語とします。
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